
ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

（March, 2025）

以下の「評価規準(例)」は、指導書『Myデジタル評価・テスト編』掲載の評価問題例と対応しています。
掲載されている評価規準例すべてを実施する必要はありません。

配当時間計109時間 ※学習指導要領で示された「言語活動に関する事項」に合致するものについては、(ア)、(イ)、(ウ)のように示す。 色アミ・◎は中心的な活動。 年間指導計画・評価計画を作成する際、実施可能な評価規準を選択し、バランスよく評価ができるように計画してください。
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

4
月

4
月

Welcome to ONE WORLD
English Course ①～② ー

中学校を卒業するまでの目標や、将来なりたい
姿を考え、書くことができる。

■学ぶことへの動機づけをする。
中学校を卒業するまでの目標や、将来なりたい姿を書
いてみる。

Classroom English
【聞くこと(ア)】

4～5 ー

教室英語の表現をふり返り、理解することができ
る。

教室英語
・先生が使う表現
・役に立つ表現
■教室英語の表現を確認する。

〇 〇

●教室
▲指示する、聞き返す、
質問する、礼を言う、謝
る

聞くこと

【知識】open … などの基本的な動作を表す語の意
味を理解している。
【技能】基本的な動作を表す語の意味の理解をもと
に、具体的な指示を聞き取る技能を身につけている。

授業での学習や活動を円滑に行うため
に、指示を正しく理解している。

授業での学習や活動を円滑に行うため
に、指示を正しく理解しようとしている。

Springboard 1
【聞くこと(イ)】 6～7

Nice to
Meet
You!

自己紹介で使われる表現の音声を聞き取り、小
学校既習語句・表現をふり返ることができる。

自己紹介で使われる表現の音声
■自己紹介で使われる表現の音声を聞き取り、小学
校既習語句・表現をふり返る。

〇 (エ)

●学校・自己紹介
▲あいさつする、自己紹
介する

Springboard 2
【聞くこと(イ)】

8～9

さまざまな
会話を聞
いてみよう

様々な場面で使われている会話表現の聞き取
り、小学校既習語句・表現をふり返ることができ
る。

様々な場面で使われている会話表現の音声
■様々な場面で使われている会話表現の聞き取り、
小学校既習語句・表現をふり返る。 〇 (エ)

●学校・地域・自己紹
介・買い物・道案内
▲質問する、応答する

Springboard 3
【書くこと(ア)】 10～11 1

アルファ
ベットの
形を確か
めよう

アルファベット（大文字・小文字）をなぞり書き
し、音声を聞いて発音する。4線上でのなぞり書
き・自由書きをすることができる。

アルファベット（大文字・小文字）
■アルファベット（大文字・小文字）をなぞり書きし、
音声を聞いて発音する。4線上でのなぞり書き・自由書
きをする。

〇 〇 〇 ◎ 書くこと

【知識】A～Zまでの文字の大文字・小文字の形につ
いて理解している。
【技能】アルファベットの大文字・小文字の形の理解
をもとに、正確に書き写したりしている。

Springboard 4
【聞くこと(ア)】

12～13 2

アルファ
ベットに
親しもう

アルファベット（大文字・小文字）での発音と単
語での発音を、音声を聞いて確認する。聞こえた
単語の絵を指さすことができる。

アルファベット（大文字・小文字）
■アルファベット（大文字・小文字）での発音と単語
での発音を、音声を聞いて確認する。聞こえた単語の
絵を指さす。

〇 ◎ 〇 聞くこと

【知識】AからZまでの文字が表す音の特徴について
理解している。
【技能】AからZまでの文字が表す音の特徴の理解を
もとに、AからZまでの文字から始まる単語の発音を聞
き取る技能を身につけている。

Springboard 5
【聞くこと(ア)】 14～15 2

音と文字
をつなげ
よう

音声を聞いて、あてはまる文字を選ぶことができ
る。

単語の発音、音と文字のつながり、単語内の音素の聞
き分け
■音声を聞いて、あてはまる文字を選ぶ。 〇 ◎ 〇

聞くこと／
読むこと

【知識】つづり字と発音の関係について理解している。
【技能】つづり字と発音の関係の理解をもとに、単語
を正確に聞いたり読んだりしている。

Springboard 6
【話すこと［やり取り］(イ)】

16～17 2

日付や教
科の表し
方を確か
めよう

自分の誕生日を書くことができる。
誕生日を尋ね合って、自分と同じ月の生まれの
友達を探すことができる。
理想の時間割を考えて言い合うことができる。

日付（月名、31までの序数）、季節、曜日、教科
名、誕生日
■自分の誕生日を書く。
誕生日を尋ね合って、自分と同じ月の生まれの友達を
探す。
理想の時間割を考えて言い合う。

〇 〇 〇 (イ) 〇

●学校
▲質問する、応答する 聞くこと／

読むこと／話す
こと

[やり取り]／書
くこと

【知識】小学校で学んだ、日付、季節、曜日、教
科、誕生日に関わる語句の発音や意味を理解して
いる。
【技能】小学校で学んだ、日付、季節、曜日、教
科、誕生日に関わる語句の発音や意味についての理
解をもとに、自分の誕生日を書き写し、誕生日につ
いてのやり取りや理想の時間割についてやり取りして
いる。

自分のことをクラスメートに知ってもらうた
め、誕生日や理想の時間割について、伝
えたい情報を整理して伝えている。

自分のことをクラスメートに知ってもらうた
め、誕生日や理想の時間割について、伝
えたい情報を整理して、積極的に伝えよう
としている。

5
月

5
月

ローマ字表＋英語の書き方の
ルール／辞書の使い方／
How to Study

18～20 ー

【「How to Study～英語学習のポイント～」を
扱う時期は、Springboardの終了後に限らず、
適宜、指導に適切だとご判断されたタイミングで
ご使用ください。】

ローマ字表（ヘボン式）
■ローマ字表（ヘボン式）を確認する。
英語の書き方のルールを確認する。
英和辞典の基本的な使い方を確認する。
英語学習の方法を確認する。
❶相手意識をもとう！ ❷音声を活用しよう！ ❸
デジタル素材を使いこなそう！

〇 〇
読むこと／書く

こと

【知識】ヘボン式ローマ字、英語の書き方の基本的な
ルール、辞書の基本的な使い方について理解してい
る。
【技能】ヘボン式ローマ字、英語の書き方の基本的な
ルール、辞書の基本的な使い方の理解をもとに、辞
書を引いたり語句や文を書き写したりしている。

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類

聞くこと

【知識】小学校で学んだ、「簡単な自己紹介」で用い
られている表現の発音や意味・働きを理解している。
【技能】小学校で学んだ、「簡単な自己紹介」で用い
られている表現の発音や意味・働きの理解をもとに、
音声を聞いて、必要な情報や大まかな内容を捉える
技能を身につけている。

２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

１年の学習到達目標：自分が関心のあることについて、まとまりのある内容を伝えることができる。

単
元

1

8

1

1

1
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

21～23 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で I am (I'm)
～、  I like ～、 I don't play ～ の意味・形を
理解することができる。【本文、KS、LL、p. 28の
Task 1-1】
②目的や場面に沿って、 I am (I'm) ～、  I like
～、 I don't like ～ を使う練習を通して、使い
方を理解することができる。【LT】

小 I am Ono Ayaka.
小 I like music.
小 I don't play the trumpet.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、自己紹介をす
る。
LT：自分のことを知ってもらうために、友達に自分の好
みを伝える。

〇 〇 〇 (イ) 〇 聞くこと

【知識】 I やYou、My favorite ～などが主語の文の
構造を理解している。
【技能】 I やYou、My favorite ～などが主語の文の
構造の理解をもとに、自己紹介の内容を聞き取る技
能を身につけている。

相手のことをよく知るために、他者の自己
紹介を聞いて、要点を適切に捉えている。

相手のことをよく知るために、他者の自己
紹介を聞いて、要点を適切に捉えようとし
ている。

24～25 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で You are
～、  Are you ～?とその応答、 Do you ～?とそ
の応答の意味・形を理解することができる。【本
文、KS、LL、p. 28のTask 1-2】
②目的や場面に沿って、 Do you ～?とその応
答を使う練習を通して、使い方を理解することが
できる。【LT】

小 You are from the U.S.
小 Are you from the U.S.? —Yes, I am. / No, I'm
not.
小 Do you speak English? —Yes, I do. / No, I
don't.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、友達の出身や
好みなどを尋ねる。
LT：友達のことを知るために、友達の好みを尋ねる。

〇 〇 〇 (ア) 〇 読むこと

【知識】 I やYou、My favorite ～などが主語の文な
ど、自己紹介で用いられる基本的な語彙や表現を
理解している。
【技能】 I やYou、My favorite ～などが主語の文の
構造の理解をもとに、簡単な自己紹介の対話文を
読み取る技能を身につけている。

登場人物のことをよく知るために、自己紹
介する対話文を読んで、出身地や好きな
こと・得意なことなどの情報を適切に読み
取っている。

自己紹介文を読んで、書き手の出身地
や好きなこと・得意なことなどの情報を積
極的に読み取ろうとしている。

26～27 2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で I can ～、  I
can't ～、 My favorite + (名詞) + is ～.、It's
(形容詞).の意味・形を理解することができる。
【本文、KS、LL、p. 28のTask 1-3】
②目的や場面に沿って、 I can ～、  I can't
～、 My favorite + (名詞) + is ～.、It's (形容
詞).を使う練習を通して、使い方を理解すること
ができる。【LT】

小 I can run fast. / I can't swim well.
小 My favorite sport is baseball. It's fun.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、自分の得意な
ことを伝える。
LT：自分のことをもっと知ってもらうために、自分の得意
なことを伝える。

〇 〇 〇 (イ) 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 I'm ～. や Please call me ～.、I like ～. な
どの文の構造を理解している。
【技能】  I や My favorite ～などが主語の文の構造
の理解をもとに、簡単な自己紹介をしたり、相手の
自己紹介の内容を聞き取る技能を身につけている。
〈Task 3で評価〉

相手のことをよく知るために、適切な話し
方や聞き方で自己紹介をし合っている。
〈Task 3で評価〉

相手のことをよく知るために、適切な話し
方や聞き方で積極的に自己紹介をし合っ
ている。〈Task 3で評価〉

話すこと
[発表]

【知識】 I'm ～. や Please call me ～.、I like ～. な
どの文の構造を理解している。
【技能】 I や My favorite ～などが主語の文の構造
の理解をもとに、簡単な自己紹介をする技能を身に
つけている。〈パフォーマンス・テスト〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなことやしたいことなどを整理し、ま
とまりのある内容を話している。〈パフォーマ
ンス・テスト〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなことやしたいことなどを整理し、ま
とまりのある内容を積極的に話そうとして
いる。〈パフォーマンス・テスト〉

書くこと

【知識】 I'm ～. や Please call me ～.、I like ～. な
どの文の構造を理解している。
【技能】 I'm ～. や Please call me ～. などの文の構
造を理解し、自己紹介の英文を書く技能を身につけ
ている。

自分のことを伝えるために、自分の好きな
ことやしたいことなどを整理し、まとまりのあ
る文章を書いている。

自分のことを伝えるために、自分の好きな
ことやしたいことなどを整理し、まとまりのあ
る文章を積極的に書こうとしている。

Task、
Lesson 1
をふり返
ろう、
Gramma
r

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。【Task
1の復習およびGrammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 2】
③自分の名前や好きなものなどを、友達と伝え
合うことができる。 【Task 3】

Grammar：
1. 日本語と英語の語順
2. be動詞を使った文
3. 一般動詞を使った文
4. 命令文
5. canを使った文
6. thisとthat
■Task：自己紹介をし合い、得た情報を整理する。
Grammar：Lesson 1で学んだ英語のしくみを確認す
る。

〇 〇

Lesson 1
Hello, New Friends
内：生徒たちがすること・好きなこ
となどを理解する。
活：自分の名前や好きなものな
どを、友達と伝え合うことができ
る。
【話すこと［やり取り］(イ)】

●教室
◇自己紹介（好きなも
の、出身地、できること・
できないこと）
▲話し掛ける、質問・応
答する、褒める、説明す
る、例示する、聞き直す
☆呼び名を伝える

〇 (イ) (イ) 〇2

8

28～32

2
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

33～35 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で What's
your favorite + (名詞)?とその応答、Can you
play ～?とその応答の意味・形を理解することが
できる。【本文、KS、LL、p. 40のTask 1-1】
②目的や場面に沿って、 What's your favorite
+ (名詞)?とその応答を使う練習を通して、使い
方を理解することができる。【LT】
③人称代名詞weの活用練習を含む活動を通
して、人称代名詞の考え方・使い方について理
解することができる。【LTM】

小 What's your favorite subject? —(It's)  English.
小 Can you play the trumpet? —Yes, I can. / No,
I can't.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、尋ねたり答えた
りする。
・好きな教科 ・ある動作
LT：友達のことを知るために、友達に好きな教科を聞
いてみる。
LTM：好きな教科が同じ友達を、まわりに紹介する。

〇 〇 〇 (イ) 〇 聞くこと

【知識】 Can、 Whatなどで始まる疑問文の意味や
構造を理解している。
【技能】 Can、 Whatなどで始まる文の構造の理解を
もとに、日常的な話題について質問や応答を聞き取
る技能を身につけている。

新しく来たALTと留学生のことをよく知るた
めに、発話者による質問や応答の内容を
適切に聞き取っている。

新しく来たALTと留学生のことをよく知るた
めに、発話者による質問や応答の内容を
適切に聞き取ろうとしている。

6
月

6
月

36～37 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で What + (名
詞) + do you like?とその応答、Is it ～?とその
応答の意味・形を理解することができる。【本文、
KS、LL、p. 40のTask 1-2】
②目的や場面に沿って、  What + (名詞) + do
you like?とその応答を使う練習を通して、使い
方を理解することができる。【LT】

小 What food do you like? —I like dumplings.
小 Is it a food from Singapore? —Yes, it is. / No,
it isn't.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、尋ねたり答えた
りする。
・好きな食べ物
LT：友達のことを知るために、友達に好きな食べ物を
聞いてみる。

〇 〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 Where、 Whoなどで始まる疑問文の意味
や構造を理解している。
【技能】日常的な話題に関する簡単な文章を読み、
内容を読み取る技能を身につけている。

日常的な話題に関する簡単な文章を読
んで、内容を適切に読み取っている。

日常的な話題に関する簡単な文章を読
んで、内容を積極的に読み取ろうとしてい
る。

38～39 2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で What do
you ～?とその応答、Who is ～?とその応答、
When is ～?とその応答の意味・形を理解するこ
とができる。【本文、KS、LL、p. 40のTask 1-3】
②目的や場面に沿って、Who is ～?とその応答
をする練習を通して、その使い方を理解すること
ができる。【LT】

小 What do you do in your free time? —I play
chess.
小 Who is your favorite musician? ―I love
Aileen.
小 When is your birthday? —It's June 16th.
■KS：小学校で学んだ表現を使って、尋ねたり答えた
りする。
・自由時間に何をするか ・誰が好きか ・誕生日は
いつか
LT：友達のことを知るために、友達に好きなミュージシャ
ンやスポーツ選手を聞いてみる。

〇 〇 〇 (ア) 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 Can、 What、 Whoなどで始まる疑問文の
意味や構造を理解している。
【技能】 相手の自己紹介の内容について、Can、
What、 Whoなどで始まる文で質問する技能を身に
つけている。〈パフォーマンステスト〉

ALTについてよく知るために、ALTの簡単な
自己紹介に対して質問をしている。〈パ
フォーマンステスト〉

ALTについてよく知るために、ALTの簡単な
自己紹介に対して積極的に質問をしよう
としている。〈パフォーマンステスト〉

話すこと
[発表]

お互いのことを理解し合うために、ペアの相
手と好きな教科・食べ物・ミュージシャン・ス
ポーツ選手などの関心のある話題について
質問したり、相手からの質問に適切に答
えたりしている。〈パフォーマンステスト〉

お互いのことを理解し合うために、ペアの相
手と好きな教科・食べ物・ミュージシャン・ス
ポーツ選手などの関心のある話題について
質問したり、相手からの質問に適切に答
えたりしようとしている。〈パフォーマンステス
ト〉

書くこと

【知識】 Can、 What、 Whoなどで始まる疑問文の
意味や構造を理解している。
【技能】 日常的な話題について、相手が好きなこと、
できることなどの簡単な質問を書く技能を身につけて
いる。〈Task 3で評価〉

相手のことをよく知るために、適切な質問
を書いている。〈Task 3で評価〉

相手のことをよく知るために、適切な質問
を積極的に書こうとしている。〈Task 3で評
価〉

Activities Plus 1
【話すこと［やり取り］(ア)】

45 ー

Lesson 2までに学習したさまざまな文のしくみや
表現を使って、質問したり2文以上で答えたりす
ることができる。

Lesson 2までの言語材料
■Lesson 2までに学習したさまざまな文のしくみや表現
を使って、質問したり2文以上で答えたりする。 (ア)

◇好きなこと、得意なこと
など
☆即興で対話する

Tips for Speaking ①
【話すこと［やり取り］(ア)】

46 ー

Activities Plusを利用して質問と応答のやり取り
をすることができる。
【指導時期は、Lesson 1 Part 1以降、適宜、帯
活動でActivities Plusの使用を開始する直前
にご使用ください。】

■Activities Plusの効果的な活用のしかたを確認し、
実際にActivities Plusでやり取りの練習をする。

(ア)

▲質問・応答する、説明
する、など

話すこと
[やり取り]

【知識】 疑問文の意味を理解しているとともに、質問
に対する応答の仕方を理解している。
【技能】 相手からの質問の意味を捉え、正しい文で
答えるとともに、関連する情報を付加して応答する技
能を身につけている。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答している。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答しようとしている。

Lesson 2
Talking with Friends
内：生徒たちの、「何」「誰」「い
つ」などを尋ねるやり取りを理解す
る。
活：相手のことをよく知るための
質問を考え、表現することができ
る。
【書くこと(ア)】

40～44

Task、
Lesson 2
をふり返
ろう、
Gramma
r

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。【Task
1の復習およびGrammar】
②本文内容をふり返って情報を整理し、4線上
に書き写すことができる。【Task 2】
③自己紹介文を読んで、自分が考えた質問文
を4線上に書くことができる。 【Task 3】

Grammar：
1. 名詞の単数と複数の使い分け
2. 代名詞
3. canを使った疑問文
4. さまざまな疑問文
■Task：自己紹介に対する質問を考え、4線上に書
く。
Grammar：Lesson 2で学んだ英語のしくみを確認す
る。

〇 〇

●教室、下校（好きな
教科、食べものなど）
◇好きな教科・食べも
の・ミュージシャン
▲話し掛ける、褒める、
質問・応答する、説明す
る
☆つなぎ言葉、同じ質問
を返す

〇 〇 〇 ◎

8

2

帯活動

1

3



ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

ア 小学
校内容
の定着
を図る
もの

イ 聞く
ことL

ウ 読
むこと

R

エ 話
すこと
[やり
取り]

SI

オ 話
すこと
[発表]

SP

カ 書く
こと
W

領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

47～49 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で動詞の過去
形の意味・形・使い方を理解することができる。
【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、日記を書くことができ
る。【T&T】

小 We played basketball.   I went shopping.   It
was fun.
■KS：過去のできごとや状態を伝える。
T&T：登場人物になりきって、日記を自由に書く。

〇 〇 〇 〇 〇 (イ) 聞くこと

【知識】 過去のことについて説明する文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】 過去のことについて説明する文を聞き取る技
能を身につけている。

過去にしたことについての説明の要点を適
切に聞き取っている。

過去にしたことについての説明の要点を適
切に聞き取ろうとしている。

50～51 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で動詞の過去
形（否定文）の意味・形・使い方を理解するこ
とができる。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

I didn't have practice yesterday.
I wasn't sleepy last night.
■KS：過去にしなかったことを伝える。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 過去のことについて説明したり質問したりする
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】過去形の文の特徴やきまりの理解をもとに、
思い出などについて書かれた短い文章の内容を読み
取る技能を身につけている。

相手が行ったことを知るために、メール文の
要点や、自分に尋ねられていることについ
て読み取っている。

相手が行ったことを知るために、メール文の
要点や、自分に尋ねられていることについ
て読み取ろうとしている。

7
月

7
月

52～53 2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で動詞の過去
形（疑問文）の意味・形・使い方を理解するこ
とができる。【本文、KS、TK、LL】
②本文の概要把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

Did you have a game yesterday? —Yes, I did. /
No, I didn't.
Were you busy this morning? —Yes, I was. / No,
I wasn't.
■KS：過去のできごとや状態をたずねる。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［概要把握］
❷登場人物になりきって、本文中の質問に答える。

〇 (ウ) 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 過去のことについて説明したり質問したりする
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】過去のことについて、事実や自分の気持ちな
どを、過去形の文を用いて伝えたり、質問したり、相
手の質問に答えたりする技能を身につけている。〈パ
フォーマンステスト〉

お互いのことをよく知るために、グループに
なって、先週したことについてのチャットを適
切に行っている。〈パフォーマンステスト〉

お互いのことをよく知るために、グループに
なって、先週したことについてのチャットを積
極的に行おうとしている。〈パフォーマンステ
スト〉

話すこと
[発表]

【知識】過去のことについて説明する文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】 過去のことについて、事実や自分の気持ちな
どを、過去形の文を用いて説明をする技能を身につけ
ている。〈パフォーマンステスト〉

自分の理想の一日を「想像日記」として
発表するために、自分の考えを整理し、簡
単な語句や文を用いてまとまりのある内容
を話している。〈パフォーマンステスト〉

自分の理想の一日を「想像日記」として
発表するために、自分の考えを整理し、簡
単な語句や文を用いてまとまりのある内容
を話そうとしている。〈パフォーマンステスト〉

書くこと

【知識】過去のことについて説明する文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】過去のことについて、事実や自分の気持ちな
どを、過去形の文を用いて書く技能を身につけてい
る。〈Task 2で評価〉

自分の理想の一日を「想像日記」として
発表するために、自分の考えを整理し、簡
単な語句や文を用いてまとまりのある文章
を書いている。〈Task 2で評価〉

自分の理想の一日を「想像日記」として
発表するために、自分の考えを整理し、簡
単な語句や文を用いてまとまりのある文章
を書こうとしている。〈Task 2で評価〉

Tips for Writing ①
【書くこと(ア)】 58 ー

英語を書くときのルールに沿って、英文日記を書
くことができる。

■4線上に書かれた日記を読み、英語を書くときのルー
ルに沿って、英文日記を書く。

〇 〇 〇 〇 (ウ)

日記

書くこと

【知識】 文章を書くときのきまりを理解している。
【技能】 文章を書くときのきまりの理解をもとに、３文
程度の日記を書く技能を身につけている。

Lesson 3
Club Activities
内：生徒たちが週末にしたこと
を理解する。
活：過去にしたことやできごと
を伝えることができる。
【書くこと(イ)】

(イ) (ウ)

●日記、学校
◇部活動
▲説明する、褒める、質
問・応答する、聞き直す
☆詳しい情報を聞き出
す。yesやnoを使わずに
相手の質問に答える

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。
【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理し、4線上
に書き写すことができる。【Task 1】
③「想像日記」の例文を読んで、自分の「想像
日記」を4線上に書くことができる。 【Task 2】

Grammar：
1. be動詞の過去形
2. 一般動詞の過去形
■Task：理想の一日の「想像日記」を書いて、発表す
る。
Grammar：Lesson 3で学んだ英語のしくみを確認す
る。

〇 〇 〇

Task、
Lesson 3
をふり返
ろう、
Gramma
r

8

54～57

1

2
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ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

ア 小学
校内容
の定着
を図る
もの

イ 聞く
ことL

ウ 読
むこと

R

エ 話
すこと
[やり
取り]

SI

オ 話
すこと
[発表]

SP

カ 書く
こと
W

領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

9
月

59～61 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で三人称・単
数を主語とする一般動詞の肯定文・否定文の
意味・形・使い方を理解することができる。【本
文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、好きな動物を紹介する
ことができる。【T&T】

She likes vegetables.  She doesn't like fish.
■KS：自分と相手以外の人について述べる。
T&T：教科書本文を参考にして、好きな動物を飼って
いるつもりでその動物を紹介する。 〇 〇 〇 (イ) 〇 聞くこと

【知識】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の発音の特徴やきまりを理解している。
【技能】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の発音の特徴やきまりの理解をもとに、
自己紹介の内容を聞き取る技能を身につけている。

新しいALTについて英字新聞で伝えるため
に、自己紹介の要点を適切に聞き取って
いる。

新しいALTについて英字新聞で伝えるため
に、自己紹介の要点を適切に聞き取ろう
としている。

62～63 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で三人称・単
数を主語とする一般動詞の疑問文とその応答の
意味・形・使い方を理解することができる。【本
文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

Does your father cook? ―Yes, he does. / No, he
doesn't.
■KS：自分と相手以外の人について「～するか」尋ね
る。
T&T：教科書本文を参考にして、好きな動物を飼って
いるつもりでその動物を紹介する。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の発音の特徴やきまりを理解している。
【技能】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の発音の特徴やきまりの理解をもとに、
日常的な話題についての文章を読み取る技能を身
につけている。

日常的な話題に関する簡単な文章を読
んで、数量や人・場所の名前に注目しな
がら要点を把握するために適切に読み
取っている。

日常的な話題に関する簡単な文章を読
んで、数量や人・場所の名前に注目しな
がら要点を把握するために適切に読み取
ろうとしている。

9
月

64～65 2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で How many
～?の疑問文とその応答、some/anyの意味・
形・使い方を理解することができる。 【本文、
KS、TK、LL】
②本文の要点把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

How many books does she have? ―She has 20
books.
I have some books.   I don't have any books.
■KS：ものの数・量について尋ねたり説明したりする。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［要点把握］
❷自分の好きな作家や本を指定の書き出しに続けて
書く。

〇 (イ) ○ 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 第三者について説明する文の発音の特徴や
きまりを理解している。
【技能】第三者について説明する文の発音の特徴や
きまりの理解をもとに、 質問する技能を身につけてい
る。〈パフォーマンステスト〉

自分の知らない人物について教えてもらう
ために質問し、適切にメモにまとめている。
〈パフォーマンステスト〉

自分の知らない人物について教えてもらう
ために質問し、適切にメモにまとめようとし
ている。〈パフォーマンステスト〉

話すこと
[発表]

【知識】 第三者について説明する文の発音の特徴や
きまりを理解している。
【技能】 第三者について説明する文の発音の特徴や
きまりの理解をもとに、自分の好きなものなどについて
簡単な説明をする技能を身につけている。〈パフォーマ
ンステスト〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなものについての情報を整理し、ま
とまりのある内容を話している。〈パフォーマ
ンステスト〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなものについての情報を整理し、ま
とまりのある内容を積極的に話そうとして
いる。〈パフォーマンステスト〉

書くこと

【知識】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の特徴やきまりを理解している。
【技能】 第三者について説明する文やものの数・量を
説明する文の特徴やきまりの理解をもとに、自分の
好きなものなどについてまとまりのある文章を書く技能
を身につけている。〈Task 2で評価〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなものについての情報を整理し、ま
とまりのある文章を書いている。〈Task 2で
評価〉

自分のことをよく知ってもらうために、自分
の好きなものについての情報を整理し、ま
とまりのある文章を積極的に書こうとしてい
る。〈Task 2で評価〉

話すこと
[発表]

【知識】 お気に入りの人物について説明する語彙や
表現を理解している。
【技能】 お気に入りの人物について、その人物の特徴
を含めて説明する技能を身につけている。

お気に入りの人物について、その人物の特
徴を整理し、簡単な語句や文を用いてま
とまりのある内容を話している。

お気に入りの人物について、その人物の特
徴を整理し、簡単な語句や文を用いてま
とまりのある内容を積極的に話そうとして
いる。

書くこと

【知識】 お気に入りの人物について説明する語彙や
表現を理解している。
【技能】 お気に入りの人物について、その人物の特徴
を含めて書く技能を身につけている。

お気に入りの人物について、その人物の特
徴を整理し、簡単な語句や文を用いてま
とまりのある内容を書いている。

お気に入りの人物について、その人物の特
徴を整理し、簡単な語句や文を用いてま
とまりのある内容を積極的に書こうとしてい
る。

Activities Plus 2
【話すこと［やり取り］(ア)】 74 ー

Lesson 4 までに学習したさまざまな文のしくみや
表現を使って、質問したり2文以上で答えたりす
ることができる。

Lesson 4までの言語材料
■Lesson 4までに学習したさまざまな文のしくみや表現
を使って、質問したり2文以上で答えたりする。

(ア)

◇過去にしたことなど
☆即興で対話する

Tips for Speaking ②
【話すこと［やり取り］(ア)】 75 ー

質問に合った答え方をすることができる。 既習事項
■質問に合った答え方をするコツを確認し、実際に
Activities Plusでやり取りの練習をする。

(ア)

▲質問・応答する、説明
する
☆疑問文の種類の違い
に注意する

Sing Along ① 76 ー ー Hello, Goodbye 〇 ー

Lesson 4
My Favorite Things
内：生徒たちが伝えているお気に
入りの人やものについて理解する。
活：自分のお気に入りの人やもの
を紹介することができる。
【書くこと(イ)】
家庭

Project 1
My Favorite Person
活：お気に入りの人物について、
好きなところや自分の思いなどを
表現することができる。
【話すこと［発表］(イ)、書くこと
(イ)】

10
月

●SNSへの投稿、家庭、
学校
◇お気に入りの人やもの
▲説明・描写する、命令
する、繰り返す、質問・
応答する、褒める
☆読み手に依頼する。
数量や、人・場所の名前
に注目する

〇 (イ)

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答している。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答しようとしている。

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理し、4線上
に書き写すことができる。【Task 1】
③自分が好きなものをSNSに投稿するという設
定で4線上に書くことができる。 【Task 2】

お気に入りの人物について、好きなところや自分
の思いなどを整理し、英語で書いてクラスに紹介
することができる。

既習事項
スピーチの最初のことば・最後のことばなど
参考資料：Who Is Your Favorite Person?
■例を参考にして、お気に入りの人物について、好きな
ところや自分の思いなどを英語で書いてクラスに紹介す
る。

(エ) 〇 〇 (イ)

Grammar：
1. 一般動詞の三人称・単数・現在形
2. How many ～ does she ...?
3. some と any
■Task：Part 1本文を参考に、自分の好きなものを
SNSの記事に書く。
Grammar：Lesson 4で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

〇 〇 (イ)

(ウ)

●学校
◇好きな人物について紹
介する
▲発表する、話し掛け
る、説明・描写する、褒
める、質問を求める
☆聞き手に問いかける

話すこと
[やり取り]

【知識】 疑問文の意味を理解しているとともに、質問
に対する応答の仕方を理解している。
【技能】 相手からの質問の意味を捉え、正しい文で
答えるとともに、関連する情報を付加して応答する技
能を身につけている。

8

66～69 2

Task、
Lesson 4
をふり返
ろう、
Gramma
r

ー

帯活動

1

ー

70～73 2

5



ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

ア 小学
校内容
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

77～79 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で現在進行形
の意味・形・使い方を理解することができる。【本
文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

We are having morning tea now.
She isn't eating lunch now.
■KS：今していることを伝える。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 聞くこと

【知識】 現在進行形の文の特徴やきまりを理解して
いる。
【技能】 現在進行形の文の特徴やきまりの理解をも
とに、身近な人物の様子を紹介する会話を聞いて、
その内容を聞き取る技能を身につけている。

生徒たちが探している先生の居場所を知
るために、先生が現在行っていることなどに
ついて、必要な情報を聞き取っている。

生徒たちが探している先生の居場所を知
るために、先生が現在行っていることなどに
ついて、必要な情報を聞き取ろうとしてい
る。

80～81 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で現在進行形
の疑問文とその応答の意味・形・使い方を理解
することができる。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

Is Aya singing? ―Yes, she is. / No, she isn't.
What is she singing? ―She is singing “My
Ballad.”
■KS：今していることをたずねる。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 現在進行形の文の特徴やきまりを理解して
いる。
【技能】 現在進行形の文の特徴やきまりの理解をも
とに、海外の友達の学校生活に関する文章を読ん
で、その内容を読み取る技能を身につけている。

海外の友達の学校生活に関する文章を
読んで、そこで起きていることについての情
報を適切に捉えている。

海外の友達の学校生活に関する文章を
読んで、そこで起きていることについての情
報を積極的に捉えようとしている。

10
月

82～83 2

Part 3 ①音楽室と理科室にいる人々がしていることを
説明する音声を聞いて、適切に聞き取ることがで
きる。 【LL】
②音楽室と理科室にいる人々の様子を適切に
説明することができる。【LS】

A boy is standing by the desk.  He is taking a CD
out of the case.  A girl is standing by the
window.  She is waving her hand.
■LL：イラストに描かれている人々が、話題にあがった
順番に整理する。［概要把握］
LS：Expressionsを参考にして、イラストに描かれている
人物が今していることを説明する。

(エ) (イ)
話すこと

[やり取り]

【知識】 現在進行形の疑問文と応答の特徴やきまり
を理解している。
【技能】現在進行形を用いて、今していることについて
質問したり答えたりする技能を身につけている。〈Task
2で評価〉

自分の学校の様子について、ビデオ通話し
ている相手の質問に答えたり、自分から質
問したりしながら会話を継続している。
〈Task 2で評価〉

自分の学校の様子について、ビデオ通話し
ている相手の質問に答えたり、自分から質
問したりしながら、積極的に会話を継続し
ようとしている。〈Task 2で評価〉

話すこと
[発表]

書くこと

【知識】 現在進行形の文の特徴やきまりを理解して
いる。
【技能】 今していることについて、現在進行形の文を
用いて正しく書く技能を身につけている。

学校の様子について、今起きていることを
整理し、簡単な語句や文を用いてまとまり
のある文章を書いている。

学校の様子について、今起きていることを
整理し、簡単な語句や文を用いてまとまり
のある文章を書こうとしている。

Tips for Listening ①
【聞くこと（ア、イ）】

86 ー

音声のなかの重要な情報に注意し、聞き取るこ
とができる。

留学中、クラスの日時や教室などの説明を受ける音声
■音声を聞いて、相手が伝えたい大事なことや自分が
必要とすることを聞き取る。

(ア、
イ、
エ)

▲話し掛ける、質問・応
答する、説明する
☆ポイントを絞って聞き取
る

聞くこと

【知識】 必要な情報を聞き取る際に注意すべきポイ
ントを理解している。
【技能】必要な情報を聞き取る際に注意すべきポイン
トの理解をもとに、重要な部分に注意して聞き取る
技能を身につけている。

大事な情報をしっかりと把握するために、
口頭で行われる説明の内容から、相手が
伝えたい大事なことや自分が必要とするこ
とを聞き取り、メモしている。

大事な情報をしっかりと把握するために、
口頭で行われる説明の内容から、相手が
伝えたい大事なことや自分が必要とするこ
とを聞き取り、メモしようとしている。

87～89 2

扉、Part
1

①本文の内容を捉え、文脈の中で疑問詞
whichとwhyの疑問文と応答文の意味・形・使
い方を理解することができる。【本文、KS、TK、
LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

Which restaurant do you recommend?
―I recommend that restaurant.
Why do you recommend that restaurant?
―Because their soup is delicious.
■KS：どれを勧めるか尋ねたり、その理由を尋ねたりす
る。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 聞くこと

【知識】 Whoseなどを用いた疑問文の意味や構造を
理解している。
【技能】 Whoseなどを用いた疑問文の意味や構造
の理解をもとに、質問や応答を聞き取る技能を身に
つけている。

11
月

90～91 2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で疑問詞who
とwhoseの疑問文と応答文の意味・形・使い方
を理解することができる。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

Who wants a cake? ―I do.
Whose dessert is that? ―It's mine. / It's not
mine.
■KS：誰のものか尋ねたり答えたりする。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 代名詞の目的格、所有代名詞の意味や構
造を理解している。
【技能】 代名詞の目的格、所有代名詞の意味や構
造の理解をもとに、代名詞が示す内容を読み取る技
能を身につけている。

92～93 2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で人称代名詞
（目的格）him/her の意味・形・使い方を理
解することができる。 【本文、KS、TK、LL】
②本文の概要把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

I cook for her.
He is very kind.  We like him.
■KS：誰についての情報であるかを理解したり、伝えた
りする。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［概要把握］
❷過去につくってもらったお気に入りの料理について、つ
くってくれた人と料理の名前を言う。

〇 (ウ) 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 Which、 Why、 Who、 Whoseなどを用い
た疑問文やその答えの文の意味や構造を理解してい
る。
【技能】 お薦めする本や映画・マンガ・ゲームなどにつ
いて、Which、 Why、 Who、 Whoseなどを用いて
質問したり、相手からの質問に答えたりする技能を身
につけている。〈Task 2で評価〉

自分のことをよく知ってもらったりクラスメー
トのことをよく知ったりするために、お薦めす
る本や映画・マンガ・ゲームなどについて、
相手の質問に答えたり、自分から質問し
たりしながら会話を継続している。〈Task 2
で評価〉

自分のことをよく知ってもらったり相手のこと
をよく知ったりするために、お薦めする本や
映画・マンガ・ゲームなどについて、相手の
質問に答えたり、自分から質問したりしな
がら、積極的に会話を継続しようとしてい
る。〈Task 2で評価〉

話すこと
[発表]

書くこと

【知識】 Which、 Why、 Whoなどを用いた疑問文
の意味や構造を理解している。
【技能】 Which、 Why、 Whoなどを用いた疑問文
の構造の理解をもとに、相手に尋ねたいことを書く技
能を身につけている。

海外の友達のことをよく知るために、相手
に尋ねたいことを簡単な語句や文を用いて
書いている。

海外の友達のことをよく知るために、相手
に尋ねたいことを簡単な語句や文を用いて
書こうとしている。

〇 〇

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 1】
③ビデオ通話の相手に人々の状況を説明するこ
とができる。 【Task 2】

Grammar：
現在進行形
■Task：本文の設定を参考に、ビデオ通話している相
手に、自分のクラスの状況を伝えるやり取りを練習す
る。
Grammar：Lesson 5で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

〇 〇 (イ)

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 1】
③おすすめする映画・マンガ・ゲームなどの作品に
ついてクラスメートにアンケートを取って、結果をま
とめることができる。 【Task 2】

(ア,
イ)

Grammar：
1. Why ～? ―Because ～.
2. Which [Who, Whose] ～?
3. 人称代名詞目的格
■Task：おすすめする作品とその理由についてクラスで
アンケートを取り、結果をまとめる。
Grammar：Lesson 6で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

Lesson 5
School Life in Two
Countries
内：日本とオーストラリアの学校
の生徒の過ごし方を理解する。
活：クラスメートがしていることを表
現することができる。
【話すこと［やり取り］(イ)】
社会（地理）／理科（地学）

Lesson 6
Lunch in Chinatown
内：それぞれの生徒が何を食べた
かを理解する。
活：おすすめのものと、その理由を
たずねるやり取りができる。
【話すこと［やり取り］(ア)】
家庭

11
月

●学校
◇外国の学校とのビデオ
通話
▲話し掛ける、質問・応
答する、状況を説明す
る、褒める
☆相手の状況を確認す
る。ものの名前を聞き取
る

●友達との休日の外出
◇中華街での会話
▲誘う、質問・応答す
る、説明する、意見を言
う、相づちを打つ、礼を言
う、褒める
☆代動詞do、 does、
代名詞に注目する

〇

〇84～85 1

Task、
Lesson 5
をふり返
ろう、
Gramma
r

1

7

Task、
Lesson 6
をふり返
ろう、
Gramma
r

7

94～95 1
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ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

Tips for Reading ①
【読むこと(イ)】 96 ー

代名詞が指すものを捉えながら英文を読むことが
できる。

既習事項
■英文の中で、代名詞が誰（何）を指しているのかを
理解しながら文章を読む。

(ウ)

▲説明する、気持ちを伝
える
☆代名詞が示すものを
読み取る

読むこと

【知識】 代名詞の使われ方を理解している。
【技能】 代名詞が誰（何）を指しているかを把握し
ながら読む技能を身につけている。

聞くこと
【知識】校舎案内で用いる表現の意味や働きを理解
している。

話すこと
[やり取り]

【知識】校舎案内で用いる表現の意味や働きを理解
している。

Tips for Reading ②
【読むこと(ア)】 98 ー

ウェブサイトなどから自分が必要な情報を見つけ
ることができる。

既習事項
観光ウェブサイト風の英文
■観光ウェブサイト風の英文（観光地の紹介文）か
ら、自分が必要な情報を見つける。

(イ、
エ)

▲説明する ☆文章の
概要を把握する

読むこと

知人に日本の祭りを薦めるために、複数
のイベントについての紹介文を読んで、知
人の興味に合うものを選んでいる。

知人に日本の祭りを薦めるために、複数
のイベントについての紹介文を読んで、知
人の興味に合うものを選ぼうとしている。

海外の短期留学でのオリエンテーションを
聞いて、その意味や必要な情報を適切に
聞き取っている。

海外の短期留学でのオリエンテーションを
聞いて、その意味や必要な情報を積極的
に聞き取ろうとしている。

短い対話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしている。

短い対話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしようとしている。

102～
103

2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中でhave to /
don't have to の意味・形・使い方を理解するこ
とができる。【本文、KS、TK、LL】
②本文を参考にして、標識クイズを出し合うこと
ができる。【T&T】

I have to study for the math test.
You don't have to wash the dishes.
■KS：しなければならないことを説明する。
T&T：本文を参考にして、標識クイズをする。 〇 〇 (ア) 〇 読むこと

【知識】should、 have to、 don't have to を用いた
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】should、 have to、 don't have to を用いた
文の特徴やきまりの理解をもとに、ルールの説明など
を読み取る技能を身につけている。

ホームステイ先の家庭のルールを理解する
ために、ホストマザーからのメールを読んで、
すべきことやしてもよいことなどを適切に読
み取っている。

ホームステイ先の家庭のルールを理解する
ために、ホストマザーからのメールを読んで、
すべきことやしてもよいことなどを適切に読
み取ろうとしている。

12
月

104～
105

2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で Can I ～? で
許可を求めたり、 Can you ～? で依頼したりす
る疑問文の意味・形・使い方を理解することがで
きる。 【本文、KS、TK、LL】
②本文の概要把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

Can I ask a question? ―Sure.
Can you help me? ―Of course.
■KS：相手に依頼したり、許可を求めたりする。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［概要把握］
❷ピクトグラムが役に立つのはどんな場面か話し合う。

〇 (ウ) 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 should、 have to などを用いた文の特徴や
きまりを理解している。
【技能】 should、 have to などを用いた文の特徴や
きまりの理解をもとに、標識の意味を考えて伝える技
能を身につけている。〈パフォーマンステスト〉

おもしろい標識が表す意味を伝えるため
に、p. 103のThink & Try!の要領で出題
された「標識クイズ」に対して、適切なやり
取りをしている。〈パフォーマンステスト〉

おもしろい標識が表す意味を伝えるため
に、p. 103のThink & Try!の要領で出題
された「標識クイズ」に対して、積極的にや
り取りをしようとしている。〈パフォーマンステ
スト〉

話すこと
[発表]

12
月

書くこと

【知識】 should、 have to、 don't have to、 Can I
～?、 Can you ～? を用いた文の特徴やきまりを理
解している。
【技能】 標識やピクトグラムなどについて、should な
どを用いた説明文を書く技能を身につけている。
〈Task 2で評価〉

標識やピクトグラムの意味について、必要
なことや不必要なことを整理し、簡単な語
句や文を書いている。〈Task 2で評価〉

標識やピクトグラムの意味について、必要
なことや不必要なことを整理し、簡単な語
句や文を書こうとしている。〈Task 2で評
価〉

Activities Plus 3
【話すこと［やり取り］(ア)】 108 ー

Lesson 7までに学習したさまざまな文のしくみや
表現を使って、質問したり2文以上で答えたりす
ることができる。

Lesson 7までの言語材料
■Lesson 7までに学習したさまざまな文のしくみや表現
を使って、質問したり2文以上で答えたりする。

(ア)

◇将来の夢など
☆即興で対話する

Tips for Speaking ③
【話すこと［やり取り］(ア)】 109 ー

Activities Plusを活用して、さまざまな応答をする
ことができる。

既習事項
■「応答のパターンの増やし方」を確認し、実際に
Activities Plusでやり取りの練習をすることができる。

(ア)

▲質問・応答する、説明
する、など

話すこと
[発表]

【知識】オリジナルの標識や記号について説明する語
彙や表現を理解している。
【技能】オリジナルの標識や記号について、その意味
や必要性を説明する技能を身につけている。

自分で考えた標識や記号について、その
意味や必要性を整理し、簡単な語句や
文を用いてまとまりのある内容を話してい
る。

自分で考えた標識や記号について、その
意味や必要性を整理し、簡単な語句や
文を用いてまとまりのある内容を積極的に
話そうとしている。

書くこと

【知識】自分が考えたオリジナルの標識や記号につい
て説明する際に必要な語彙や表現を理解している。
【技能】自分が考えたオリジナルの標識や記号につい
て説明する際に必要な語彙や表現を書く技能を身に
つけている。

自分で考えた標識について、その意味や
必要性を整理し、簡単な語句や文を用い
てまとまりのある内容を書いている。

自分で考えた標識や記号について、その
意味や必要性を整理し、簡単な語句や
文を用いてまとまりのある内容を積極的に
書こうとしている。

目的の場所への行き方を尋ねたり、説明したりす
ることができる。

校舎案内の表現
Where's the teachers' room?
It's on the second floor.
Go up the stairs and turn right. など
■モデル会話を参考にして、校舎を案内するやり取りの
練習をする。

話すこと
[やり取り]

【知識】 疑問文の意味を理解しているとともに、質問
に対する応答の仕方を理解している。
【技能】 相手からの質問の意味を捉え、正しい文で
答えるとともに、関連する情報を付加して応答する技
能を身につけている。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答している。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答しようとしている。

(イ)

●学校
◇校舎案内
▲話し掛ける、質問す
る、依頼する、聞き直
す、礼を言う、説明する

●家庭での生活、授
業、雑誌記事
◇さまざまな記号や標識
▲話し掛ける、説明す
る、勧める、質問・応答
する、意見を言う、推測
する、聞き直す、褒める、
冗談を言う
☆コミュニケーションを円
滑にする発話。文の主語
に注目する

(イ)

〇

〇 聞くこと

【知識】 should、 have to、 don't have to、 Can I
～?、 Can you ～? を用いた文の特徴やきまりを理
解している。
【技能】should、 have to、 don't have to、 Can I
～?、 Can you ～? を用いた文の特徴やきまりの理
解をもとに、話の要点を聞き取る技能を身につけてい
る。

①本文の内容を捉え、文脈の中で助動詞
shouldの意味・形・使い方を理解することができ
る。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

You should take off your shoes here.
■KS：助言する。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。 〇 〇 (イ)

(エ) (イ) (ウ)

●学校
◇自分の考えたオリジナ
ルの標識
▲発表する、話し掛け
る、説明・描写する、質
問・応答する
☆聞き手に問いかける

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 1】
③画像の標識の意味を想像して、英語で表現
することができる。 【Task 2】

Grammar：
1. should
2. have to、don't have to
3. Can I ～?、Can you ～?
■Task：海外の標識の意味を想像し、書く。
Grammar：Lesson 7で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

〇 〇

オリジナルの標識を考えて、その特徴や意味を表
す英文を書き、クラスに発表することができる。

既習事項
■例を参考に、オリジナルの標識を考えて、その特徴や
意味を表す英文を書き、クラスに発表する。

〇

◎

Useful Expressions ①
【話すこと［やり取り］(イ)】

Lesson 7
Symbols and Signs
内：それぞれの記号や標識が表
す意味を理解する。
活：標識の意味を想像して表現
することができる。
【書くこと(ア)】
社会（公民）

Project 2
My Original Sign
活：オリジナルの標識を考えて、
その特徴や意味を表現することが
できる。
【話すこと［発表］(イ)、書くこと
(イ)】

97
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1
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領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

Reading 1
Fox and Tiger
内：物語の概要を理解することが
できる 【読むこと(イ)】
道徳

112～
115

1、 2、
3、 4、
Post-
Reading
Activity

物語の概要を理解することができる。 既習事項
■登場人物の心情を理解しながら、物語文を読んで
概要を捉える。
PRA：⑴イラストで示されている場面の登場人物の気
持ちを推測し、表現する。(2)物語の内容を表す日本の
ことわざを考える。(3)グループで枠割を決めて、物語を
演じる。

(ア,
ウ)

●物語文
◇「虎の威を借る狐」の
話
☆文章の概要を把握す
る

読むこと

【知識】 物語文で用いられる基本的な語彙や表現
を理解している。
【技能】 物語文を読み、登場人物の心情や物語の
展開を理解する技能を身につけている。

物語文を楽しんで読むため、登場人物の
心情や物語の展開を理解しながら概要を
捉えている。

物語文を楽しんで読むため、登場人物の
心情や物語の展開を理解しながら概要を
捉えようとしている。

1
月

1
月

Tips for Reading ③
 【読むこと(ウ)】

116 ー

案内や招待の要点をとらえることができる。 既習事項
■招待状などから案内や招待の要点を読み取る。

(イ)

●招待状
◇パーティーの案内
▲説明する、誘う
☆文章の要点を理解す
る

読むこと

【知識】招待状の内容を読み取るために注意すべき
ポイントを理解している。
【技能】招待状の内容を適切に読み取る技能を身に
つけている。

招待状などを読んで、その要点を捉えてい
る。

招待状などを読んで、その要点を捉えよう
としている。

自分がすべき行動を把握するために、天
気予報を聞いて、要点を適切に捉えてい
る。

自分がすべき行動を把握するために、天
気予報を聞いて、要点を適切に捉えよう
としている。

短い発話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしている。

短い発話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしようとしている。

120～
121

2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で will の意味・
形・使い方を理解することができる。【本文、KS、
TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

It will snow tomorrow.
■KS：未来の予想を伝える。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文、感嘆文の特徴やきまりを理解している。
【技能】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文、感嘆文の特徴やきまりの理解をもとに、これから
することなどを読み取る技能を身につけている。

ホームステイの準備をするために、ホストファ
ミリーからのメールを読んで、返信するのに
必要な情報を捉えている。

ホームステイの準備をするために、ホストファ
ミリーからのメールを読んで、返信するのに
必要な情報を捉えようとしている。

122～
123

2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で 感嘆文の意
味・形・使い方を理解することができる。 【本文、
KS、TK、LL】
②本文の要点把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

What a beautiful photo!
How interesting!
■KS：感動したり驚いたりしたことを伝える。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［要点把握］
❷タンチョウを見た感想をWhatまたはHowで始まる文
で言う。

〇 (エ) 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりの理解をもとに、これからすることな
どを伝え合う技能を身につけている。 〈パフォーマンステ
スト〉

帰国するALTへのプレゼントを友達と2人
で買いに行くために、情報を伝え合い、ス
ケジュールを調整する対話を成立させてい
る。 〈パフォーマンステスト〉

帰国するALTへのプレゼントを友達と2人
で買いに行くために、情報を伝え合い、ス
ケジュールを調整する対話を成立させよう
としている。 〈パフォーマンステスト〉

話すこと
[発表]

【知識】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりの理解をもとに、これからすることな
どを話す技能を身につけている。〈Task 2で評価〉

楽しい北海道旅行をするために、情報を
整理し、自分の考えや意見などを加え、
理想の計画を立てて発表している。〈Task
2で評価〉

楽しい北海道旅行をするために、情報を
整理し、自分の考えや意見などを加え、
理想の計画を立てて発表しようとしてい
る。〈Task 2で評価〉

書くこと

【知識】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりを理解している。
【技能】be going to ～やwillを用いた未来表現の
文の特徴やきまりの理解をもとに、これからすることな
どを書く技能を身につけている。

ホームステイに来る予定の友人と一緒に楽
しく過ごすために、自分が考えた計画の内
容を書いている。

ホームステイに来る予定の友人と一緒に楽
しく過ごすために、自分が考えた計画の内
容を書こうとしている。

Sing Along ② 126 ー
Jewelry Ice Love（Lesson 8 の内容関連）
■Jewelry Ice Love の歌詞の内容を理解し、歌う。

聞くこと

Tips for Listening ②
【聞くこと（ア、イ）】

127 ー

メッセージの概要と要点を捉え、適切に応答する
ことができる。

既習事項による留守番電話メッセージ音声とスケジュー
ルメモ
■留守番電話などのメッセージの概要と要点を捉え、
適切に応答する。

(ウ、
エ)

●留守電のメッセージ
▲説明する、質問する、
招待・依頼する
☆概要と要点を聞き取
る

聞くこと

【知識】 メッセージの概要と要点を捉えるために注意
すべきポイントを理解している。
【技能】メッセージの概要と要点を捉えるために注意す
べきポイントの理解をもとに、適切に聞き取る技能を
身につけている。

留守番電話に残されたメッセージを聞い
て、概要や要点を捉えて、適切な返答を
している。

留守番電話に残されたメッセージを聞い
て、概要や要点を捉えて、適切な返答を
しようとしている。

Tips for Writing ②
【書くこと(イ)】

128 ー

英文でメールを書くことができる。 既習事項による英文メール
■英文メールの書き方を確認し、返信メールを書く。

(イ)

●Eメール
◇画像データの提供依
頼
▲呼び掛ける、説明す
る、依頼する
☆英文メールのしくみ

書くこと

【知識】 英語で書くEメールの書式について理解してい
る。
【技能】 英語で書くEメールの書式に合わせて、書く
技能を身につけている。

124～
125

1

Task、
Lesson 8
をふり返
ろう、
Gramma
r

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 1】
③理想の旅行計画を書いて発表することができ
る。 【Task 2】

Grammar：
1. be going to
2. will
3. 感嘆文
■Task：Task 1の情報を参考にして、理想の北海道
旅行の計画を立てて発表する。
Grammar：Lesson 8で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

〇 〇 (イ) (イ)

●学校、旅行先、家庭
◇北海道旅行
▲質問・応答する、説
明・描写する、繰り返
す、褒める、命令する、
感嘆する
☆様々な方法で気持ち
を伝える

(イ)

聞くこと

【知識】willを用いた未来表現の文や感嘆文の特徴
やきまりを理解している。
【技能】willを用いた未来表現の文や感嘆文の特徴
やきまりの理解をもとに、話の要点や概要を聞き取る
技能を身につけている。

①本文の内容を捉え、文脈の中でbe going to
の肯定文・疑問文とその応答の意味・形・使い
方を理解することができる。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

I'm going to visit him this weekend.
Are you going to go to the museum this
weekend?
―Yes, I am. / No, I'm not.
■KS：自分や身近な人の予定を説明する。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇

Lesson 8
Holiday in Hokkaido
内：アヤが北海道で体験したこと
を理解する。
活：計画を考え、「～する予定
だ」と表現することができる。
【話すこと［発表］(イ)】
社会（地理）／理科（物理・
生物）

4

1

117～
119

7

2

扉、Part
1

ー

1

1

8



ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

ア 小学
校内容
の定着
を図る
もの

イ 聞く
ことL

ウ 読
むこと

R

エ 話
すこと
[やり
取り]

SI

オ 話
すこと
[発表]

SP

カ 書く
こと
W

領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

1日の経験や知ったことを日記にまとめるた
めに、旅行ガイドの説明を聞いて、必要な
情報を適切に聞き取っている。

1日の経験や知ったことを日記にまとめるた
めに、旅行ガイドの説明を聞いて、必要な
情報を適切に聞き取ろうとしている。

2
月

2
月

短い対話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしている。

短い対話を聞いて、状況に合わせて適切
な発言をしようとしている。

132～
133

2

Part 2 ①本文の内容を捉え、文脈の中で There
is[are] ～. の意味・形・使い方を理解することが
できる。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

There is a book on the table.
There are many balls in the box.
■KS：ものがあることや人がいることを説明する。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

〇 〇 (イ) 〇 読むこと

【知識】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りの理解をもとに、地域にあるものについて読み取る
技能を身につけている。

友達の希望に沿った旅行先を提案するた
めに、SNSの投稿を読んで、要点を適切
に捉えている。

友達の希望に沿った旅行先を提案するた
めに、SNSの投稿を読んで、要点を積極
的に捉えようとしている。

134～
135

2

Part 3 ①本文の内容を捉え、文脈の中で Is[Are]
there ～? の疑問文とその応答の意味・形・使
い方を理解することができる。 【本文、KS、TK、
LL】
②本文の要点把握をする問いに適切に答えるこ
とができる。【R&T】

Is there a piano in that room?
―Yes, there is. / No, there isn't.
Are there many comic books in your house?
―Yes, there are. / No, there aren't.
■KS：ものがあるかどうか尋ねたり答えたりする。
R&T：❶本文の内容に合うように空所に日本語を入
れる。［要点把握］
❷自分が地球のためにできることを1つ考えて言う。

〇 (エ) 〇 〇
話すこと

[やり取り]

【知識】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りの理解をもとに、自分の状況を口頭で説明する技
能を身につけている。〈Task 2で評価〉

海外の友人宅から買い出しに来て迷った
際に、電話で周りの情報を適切に伝え
て、迎えに来てもらうためのやり取りを成立
させている。〈Task 2で評価〉

海外の友人宅から買い出しに来て迷った
際に、電話で周りの情報を適切に伝え
て、迎えに来てもらうためのやり取りを成立
させようと積極的に取り組んでいる。
〈Task 2で評価〉

話すこと
[発表]

書くこと

【知識】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りを理解している。
【技能】 There ＋ be 動詞＋～. の文の特徴やきま
りの理解をもとに、学校や地域にあるものについて書く
技能を身につけている。

ホームステイに来る予定の友人に伝えるた
めに、自分の学校や学校生活について簡
単な語句や文を用いて、まとまりのある文
章を書いている。

ホームステイに来る予定の友人に伝えるた
めに、自分の学校や学校生活について簡
単な語句や文を用いて、まとまりのある文
章を積極的に書こうとしている。

前置詞のまとめ

138 ー

さまざまな前置詞の使い方を知り、場所・時を表
す適切なやり取りをすることができる。

場所、時を表す語（前置詞を含む）
■場所、時を表す前置詞に注意してやり取りの練習を
する。 〇 〇 (ア)

●友達との日常会話
◇起床時間、住んでいる
場所
▲質問・応答する

聞くこと

【知識】 場所や時間を表す前置詞について、意味や
働きを理解している。
【技能】 場所や時間を表す前置詞について、意味や
働きの理解をもとに、それらの情報を適切に聞き取る
技能を身につけている。

Useful Expressions ②
【話すこと［やり取り］(イ)】

139 ー

体調について説明したり、相手に助言したりする
ことができる。

体調不良の表現
What's wrong?
I have a headache.
You should see a school nurse. など
■モデル会話を参考にして、体調不良の際のやり取り
の練習をする。

〇 (イ)

●学校
◇体調不良
▲体調を尋ねる、状況を
説明する、提案する、礼
を言う

話すこと
[やり取り]

【知識】 相手の体調について助言したり、自分の体
調について説明したりする際に用いる表現の意味や
働きを理解している。
【技能】 相手の体調について助言したり、自分の体
調について説明したりする際に用いる表現の意味や
働きの理解をもとに、体調不良について質問したり応
答したりする技能を身につけている。

自分の体調について伝えるため、もしくは
体調不良の相手に助言をするために、情
報や考えを適切に伝えながら、質問した
り、相手からの質問に答えたりしている。

自分の体調について伝えるため、もしくは
体調不良の相手に助言をするために、情
報や考えを適切に伝えながら、質問した
り、相手からの質問に答えたりしようとして
いる。

Activities Plus 4
【話すこと［やり取り］(ア)】 140 ー

Lesson 9までに学習したさまざまな文のしくみや
表現を使って、質問したり2文以上で答えたりす
ることができる。

Lesson 9までの言語材料
■Lesson 9までに学習したさまざまな文のしくみや表現
を使って、質問したり2文以上で答えたりする。

(ア)

◇週末・放課後にするこ
となど
☆即興で対話する

Tips for Speaking ④
【話すこと［やり取り］(ア)】

141 ー

質問に対する応答から、話題を広げることができ
る。

既習事項
■応答から会話を広げるコツを確認したうえで、
Activities Plusなどでやり取りをする相手の質問に答え
るときに、yes/noだけでなく、情報をつけ加えたり相手に
質問を返したりして会話をつなげる練習をする。

(ア)

▲質問・応答する、説明
する、など
☆情報を付け加える、聞
き返す

3
月

3
月

話すこと
[発表]

【知識】SDGsに関して自分が考えたことについて説明
する際に、必要な語彙や表現を理解している。
【技能】SDGsに関して自分が考えたことについて説明
する技能を身につけている。

自分が考えた成果を伝えるため、SDGｓ
について調べて、自分にできることを整理し
てまとめた原稿をもとに、まとまりのある内
容を話している。

自分が考えた成果を伝えるため、SDGｓ
について調べて、自分にできることを整理し
てまとめた原稿をもとに、まとまりのある内
容を積極的に話そうとしている。

書くこと

【知識】SDGsに関して自分が考えたことについて説明
する際に、必要な語彙や表現を理解している。
【技能】SDGsに関して自分が考えたことを伝える短い
文を書く技能を身につけている。

SDGｓについて調べ、自分にできることの
情報を整理し、簡単な語句や文を用い
て、発表原稿にまとめている。

SDGｓについて調べ、自分にできることの
情報を整理し、簡単な語句や文を用い
て、積極的に発表原稿にまとめようとして
いる。

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答しようとしている。

1

〇
(ア,
イ)

136～
137

〇

〇〇

It looks nice.
It sounds good.
■KS：印象や感覚を述べる。
T&T：登場人物になりきって本文の会話を演じ、続き
を自由に展開してやり取りする。

①本文の内容を捉え、文脈の中でSVC(C=形
容詞) の意味・形・使い方を理解することができ
る。【本文、KS、TK、LL】
②目的や場面に沿って、やり取りをふくらませるこ
とができる。【T&T】

〇

話すこと
[やり取り]

●授業、家庭生活、クラ
ス新聞
◇SDGs、リサイクル
▲質問・応答する、説
明・描写する、不満を言
う、諭す、褒める、報告す
る
☆butの前後の意味の
変化に注目する

〇
(ア,
イ)

1

自分のことを理解してもらうために、身近
な話題についての質問に、情報を加えて
応答している。

1

Task、
Lesson 9
をふり返
ろう、
Gramma
r

①Part 1～3 で扱った英語のしくみをふり返り、
意味・形・使い方を理解することができる。Let's
Useの動画を視聴し、自分の考えた表現に言い
換えて表現することができる。【Grammar】
②本文内容をふり返って情報を整理することがで
きる。【Task 1】
③道に迷った際に電話の相手に適切に説明する
やり取りをすることができる。 【Task 2】

Grammar：
1. look[sound]＋形容詞
2. there is[are] ～.
3. Is[Are] there ～?、How many ＋複数名詞＋ are
there ～?
■Task：道に迷った自分を迎えにきてもらうために、ま
わりにあるものを伝えるやり取り。
Grammar：Lesson 9で学んだ英語のしくみを使って、
やり取りの練習をする。

扉、 Part
1

【知識】 There ＋ be 動詞＋～. の文や
look[sound]＋形容詞を用いた文の特徴やきまりを
理解している。
【技能】 There ＋ be 動詞＋～. の文や
look[sound]＋形容詞を用いた文の特徴やきまりの
理解をもとに、話の要点を聞き取る技能を身につけて
いる。

聞くこと

(エ) 〇 (ウ) (エ)

●学校
◇SDGsに関して自分の
できること
▲発表する、情報を整
理する、説明・描写する
☆情報を発表原稿にま
とめる

【知識】 疑問文の意味を理解しているとともに、質問
に対する応答の仕方を理解している。
【技能】 相手からの質問の意味を捉え、正しい文で
答えるとともに、関連する情報を付加して応答する技
能を身につけている。

ー

帯活動

SDGsについて調べ、問題や課題について自分に
できることを考えてメモをつくることができる。メモを
もとに発表原稿をつくり、クラスで発表することが
できる。

既習事項
■SDGsについて調べ、問題や課題について自分にでき
ることを考えてメモをつくる。メモをもとに発表原稿をつく
り、クラスで発表する。

Project 3
Take Action for a Better
World
活：SDGsについて調べ、自分に
できることを考えて表現することが
できる。
【話すこと［発表］(ウ)、書くこと
(ウ)】

Lesson 9
A Better World for
Everybody
内：生徒たちがSDGsやリサイク
ルについて知ったことを理解する。
活：「どこに何があるか」を表現す
ることができる。
【話すこと［やり取り］(ア)】
社会（公民）／道徳

1

142～
143

7

129～
131

2

2

9



ONE WORLD English Course 1  年間指導計画・評価計画（案）

ア 小学
校内容
の定着
を図る
もの

イ 聞く
ことL

ウ 読
むこと

R

エ 話
すこと
[やり
取り]

SI

オ 話
すこと
[発表]

SP

カ 書く
こと
W

領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

●主な言語の使用場面
◇話題・題材

▲言語の働き ☆工夫

学習指導要領の「言語活動及び言語の働き」に関する事項  
評価する領域と評価規準（例）

「言語活動に関する事項」の分類
２
学
期
制

３
学
期
制

学習月
単元名

単元のGoal（内容理解、活
動）

【学習指導要領の「領域別の目標」】
他教科等との連携

ページ

時数

パート名

パートごとの目標
【主に扱うコーナー】

(KS: Key Sentence、TK: Tool Kit、LL: Let's
Listen、T&T: Think&Try!、 R&T:

Read&Try!、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's

Talk More、LS: Let's Speak)

主な言語材料
■主な活動

(KS: Key Sentence、T&T: Think&Try!、
R&T: Read&Try、 PRA: Post-Reading Activity、
［以下、1年のみ］LT: Let's Talk、LTM: Let's Talk

More、LS: Let's Speak)

単
元

Reading 2
An Old Woman and a Dog
内：物語文を、次にどのようなで
きごとが起きるか予想しながら読む
ことができる。
【読むこと（イ）】
道徳

144～
147

1、 2、
3、
Post-
Reading
Activity

物語文を、次にどのようなできごとが起きるか予
想しながら読むことができる。

既習事項
■引用符の使われ方の理解をもとに、誰が何を言った
のかを捉えながら、次に起こるできごとを予想しながら物
語文を読む。
PRA：⑴登場人物・場所など、物語の場面を確認す
る。⑵イラストで示されている場面の内容をふり返り、空
所を補充して文章にまとめる。(3)登場人物ごとの立場
で、ある場面での発話を想像して書く。

(ア,
ウ)

●物語文
◇オチのある話
☆文章の展開を予測し
ながら読む。文章の概要
を把握する

読むこと

【知識】 引用符を用いた物語文の特徴を理解してい
る。
【技能】 引用符を用いた物語文の特徴の理解をもと
に、誰が何と言ったのかを把握しながら内容を読み取
る技能を身につけている。

物語の展開を理解するために、概要を把
握したり、それぞれの登場人物の発話内
容を整理したりしている。

物語の展開を理解するために、概要を把
握したり、それぞれの登場人物の発話内
容を整理したりしようとしている。

Further Reading
The Golden Dipper
【読むこと(イ)】
道徳

148～
151

1、 2、
3、 4、
Post-
Reading
Activity

登場人物の心情を理解しながら、物語の概要を
捉えることができる。

既習事項
■登場人物の気持ちを想像しながら物語文を読む。
PRA：⑴文章から読み取れる内容についての問いに答
える。⑵物語の結末に関わる問いについて、グループで
話し合い、クラスに共有する。

(ア,
ウ)

●物語文
◇北斗七星についての
民話
☆文章の概要を把握す
る

読むこと

【知識】 引用符を用いた物語文の特徴を理解してい
る。
【技能】 引用符を用いた物語文の特徴の理解をもと
に、誰が何と言ったのかを把握しながら内容を読み取
る技能を身につけている。

物語文を楽しんで読むために、登場人物
の心情を理解しながら概要を捉えている。

物語文を楽しんで読むために、登場人物
の心情を理解しながら概要を捉えようとし
ている。

152～
176

④～⑥

ー

ー

4
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